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特集　シンポジウム
玄海圏（韓国内部地域−九州北部地域）
における地域連携のあり方
　　 特に企業間連携の視点から 　　
〔緒　言〕
日韓・国際シンポジウムをふりかえって
西　 堀　 喜 久 夫
　近年、韓国南部地域と九州北部地域は、国を超えたグローバル広域経済圏と
して認識されつつある。少子高齢化社会を迎えているわが国は、隣国との経済
的な連携によって経済効率を高めることで今後の持続的な発展が可能になるも
のと考えられ、この点は、韓国も同様である。そこで、大学院企業政策研究
科、九州国際大学経済学会が共催し、北九州市、北九州商工会議所、社団法
人・北九州貿易協会、社団法人・北九州中小企業経営者協会、財団法人・国際
アジア研究センター、福岡韓国商工会議所、九州国際大学経済学部の後援をい
ただき、日韓の地域連携について経済、経営の視点から国際シンポジウムを
2009年10月17日開催した。テーマは、「玄海圏（韓国南部地域－九州北部）に
おける地域連携のあり方」と設定した。
　当日は、本学院生を含む学内外から60名の参加を得て経済学部長・野村政修
教授の司会、大学院企業政策研究科長・西堀喜久夫の開会あいさつをうけシン
ポジウムが開始された。
　パネリストは、韓国から２名、日本から３名で、西堀が座長をつとめた。
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　鄭亨一・東亜大学校副教授は、日韓間の産業連携において各地域で形成され
つつある産業クラスター同士をいかに繋ぐかといった視点で報告し、そのため
には人的ネットワークの構築が重要であるといった提案がなされた。李美永・
東西大学校教授は、玄界広域経済圏形成のなかで釜山港の果たす役割の重要性
を指摘された。
　一方、加峯隆義・財団法人九州経済調査協会次長は、現在進行中である福岡
市と釜山市を中心とした広域経済圏のなかで何をすべきかについて言及され、
森脇喜一・九州国際大学特任教授は、北九州市と環黄海圏の都市間比較を行っ
た上で、北九州の企業と韓国企業との連携の現状と課題について話をされた。
ここでも、東アジア地域をリードする人材育成の重要性を提案されたところで
ある。男澤智治・九州国際大学准教授は、九州と韓国との貿易概況を整理した
上で、北部九州港湾と韓国港湾との貨物流動の現状や課題、各港がとっている
アジア戦略などについて報告をして頂いた。
　ディスカッションでは、現在、福岡市と釜山市が主導しているが北九州市も
含めて考えること、また産業交流のみではなく、社会的・文化的交流も重要で
ある、との意見が出されたところである。
　さらに、広域経済圏の形成のなかで競争と協力についていかにバランスを
とっていくのか、補完関係が成り立つのか、また教育・研究機関としての大学
の果たす役割とは何かなど、今後の研究課題がいくつか指摘され、継続的なシ
ンポジウムの開催の必要性が確認された。
　今後は、釜山の大学と本学と交互に研究交流を進め、地域社会に対する政策
提言をしていきたいと考えている。
　今回、ご報告頂いた５名のパネリストの方には業務ご多忙の中、原稿執筆を
して頂き、感謝申し上げる次第である。
　また、ご後援を頂いた各社にはあらためて御礼申し上げる。
（九州国際大学大学院企業政策研究科長）
